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大学生における援助要請の方法と適応との関連の検討
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いても報告されている。例えば與久田 ・ 太田 ・ 髙木（2011）は、大学生の援助要請対象として、「家族」、「友人」、「教
員」、「カウンセラー等の専門家」の比較を行い、 ６ 種類の問題の領域のうち、授業 ・ 学業、サークル ・ 課外活動、対人
関係、性格 ・ 容姿の ４ 領域において、友人への援助要請が最も頻度が多いことを報告している。このことから、大学生
において友人は多くの相談領域について友人に援助要請を行っていると言えよう。したがって、本研究においては大学
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　 １ ．悩みの経験　木村 ・ 水野（200４）が大学生における被援助志向性の研究で用いた項目を使用した。 ６ 領域（対人
関係に関する悩み、恋愛 ・ 異性に関する悩み、性格 ・ 外見に関する悩み、健康に関する悩み、卒業後の進路や将来のこ
とに関する悩み、学力 ・ 能力に関する悩み）について過去一年の間の悩み経験の有無を尋ねた（ ６ 項目）。「悩んだこと
はない」から「悩んだことがある」までの 5 段階で評定を求めた。
　 ２ ．援助要請の方法　木村 ・ 水野（200４）が大学生における被援助志向性の研究で用いた項目を使用した。 ６ 領域（対








　 ５ ．友人関係満足度　加藤（2001）が作成した友人満足感尺度（ ６ 項目）を用いた。「全く当てはまらない」から「非
常に当てはまる」までの、 ６ 段階で評定を求めた。



























度数 24 24 103 121 272
総和 の
%
8.8% 8.8% 37.9% 44.5% 100.0%
度数 41 24 76 130 271
総和 の
%
15.1% 8.9% 28.0% 48.0% 100.0%
度数 86 38 70 77 271
総和の % 31.7% 14.0% 25.8% 28.4% 100.0%
度数 98 44 66 63 271
総和の % 36.2% 16.2% 24.4% 23.2% 100.0%
度数 33 20 84 134 271
総和の % 12.2% 7.4% 31.0% 49.4% 100.0%
度数 61 40 77 93 271








気遣い .08 .08 .01 .05 
ふれあい回避 -.24 ** -.06 -.10 -.09 
群れ .13 * .12 † .09 .17 *
ソーシャルスキル .22 ** .27 * .19 ** -.03 
重決定係数（R 2） .18 .13 .07 .05 
F値 13.972 ** 9.56 ** 4.86 ** 3.21 *
 † p<.10,* p<.05,**p<.01
直接会う 電話 メール SNS









度数 119 63 70 20 272
総和 の
%
43.8% 23.2% 25.7% 7.4% 100.0%
度数 133 48 54 36 271
総和 の
%
49.1% 17.7% 19.9% 13.3% 100.0%
度数 183 43 29 16 271
総和の % 67.5% 15.9% 10.7% 5.9% 100.0%
度数 192 28 37 14 271
総和の % 70.8% 10.3% 13.7% 5.2% 100.0%
度数 159 41 44 27 271
総和の % 58.7% 15.1% 16.2% 10.0% 100.0%
度数 168 51 34 18 271
















度数 92 65 79 36 272
総和の % 33.8% 23.9% 29.0% 13.2% 100.0%
度数 104 47 77 43 271
総和 の
%
38.4% 17.3% 28.4% 15.9% 100.0%
度数 154 49 43 25 271
総和の % 56.8% 18.1% 15.9% 9.2% 100.0%
度数 161 44 48 18 271
総和の % 59.4% 16.2% 17.7% 6.6% 100.0%
度数 120 56 58 37 271
総和の % 44.3% 20.7% 21.4% 13.7% 100.0%
度数 141 43 59 28 271
















度数 153 58 44 17 272
総和の % 56.3% 21.3% 16.2% 6.3% 100.0%
度数 176 48 30 17 271
総和 の
%
64.9% 17.7% 11.1% 6.3% 100.0%
度数 184 44 30 13 271
総和の % 67.9% 16.2% 11.1% 4.8% 100.0%
度数 202 29 29 11 271
総和の % 74.5% 10.7% 10.7% 4.1% 100.0%
度数 180 43 31 17 271
総和の % 66.4% 15.9% 11.4% 6.3% 100.0%
度数 186 39 29 17 271






















対象者を直接高 ・ 間接高群、直接高 ・ 間接低群、直接低 ・ 間接高群、直接低 ・ 間接高群の ４ 群に分類した。
　援助要請タイプと友人関係満足感との関連を検討するため、援助要請タイプを独立変数、友人関係満足感を従属変数
とした 1 要因分散分析を行った（TABLE 7 ）。その結果、援助要請タイプによる効果が有意であり（F（３,22３）＝11.３６, p<.01）、
Tukey 法による多重比較の結果、直接低 ・ 間接低群は直接高 ・ 間接低群、直接高 ・ 間接高群よりも友人関係満足感が有






平均 標準偏差 平均 標準偏差
直接会う 2.66 0.80 2.95 0.84 15.56 ＊＊
電話 1.66 0.76 1.79 0.86 1.38 n.s.
メール 1.96 0.78 1.99 0.86 2.25 n.s.
t値男子 女子
＊＊p<.01,＊p<.05
① ② ③ ④
N 80 45 24 78
3.55 3.44 3.13 2.91 11.358＊＊
































要請を多く用いる群に比べて友人関係満足感が低いことが示された。間接高 ・ 直接低群と直接高 ・ 間接低群に有意な差
がみられたことから、援助要請の際に、直接会って援助を要請することによって友人関係満足感が高められることが示
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